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 発行責任者	
 	
 大	
 谷	
 	
 清	
 

	
 

２０１５年謹賀新年	
 

	
 
	
 新年明けましておめでとうございます。	
 

	
 ２０１４年は、日中関係の厳しい政治環境の	
 

中でも、１１月の習近平主席と安倍総理の首脳	
 

会談が実現し、１０月には湯崎広島県知事が成	
 

都を訪問しました。	
 

	
 三次市日中友好協会は、２０１４年４月には	
 

汪婉大使夫人を三次市に招聘し、１００名の参	
 

加で友好的な講演会を成功させることができま	
 

した。私たちは、「今こそ民間交流の出番」を	
 

合言葉に、中国大使館友好交流部を窓口として	
 

の交流を積み重ねてきた１年でした。与党幹部	
 

にも直接「日中関係の改善」を要請した経過も	
 

あります。	
 

	
 古い友人であります中国大使館科学技術部の	
 

呂志書記官の故郷を訪問した小川副会長の「黒	
 

いピーナツ」は、今年になって発芽したニュー	
 	
 	
 中国大使館主催「中国建国６５周年記念レセプション」	
 

スも入ってきました。新たな交流の芽となるか	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２０１４年１０月	
 東京ホテルニューオオタニ	
 

もしれません。	
 

	
 ９月の中国大使館主催の中国建国６５周年記念レセプションには特別招待をいただき感激を新たにしました。	
 

	
 １０月下旬には、久しぶりの三次市日中友好協会訪中団１８名が大連を訪問、郊外の瓦房店での「餃子づくり」

市民交流も経験し、大連では、藤原晋理事の「電脳画展覧会」も成功させました。	
 

	
 残る課題は、友好都市の雅安市雨城区との人的交流の再開だけです。	
 

	
 地域においては、「きんさい祭」や「商工まつり」への出店もすることができ、「義士祭」では、大連の市民交

流でお世話になりました周ご夫妻にも参加していただきました。	
 

２０１５年は、政治的環境の好転の兆しを感じながら、三次市日中友好協会として民間交流の取り組みの発展を

期して、具体的な取り組みを行う年となりそうです。	
 

	
 三次市観光協会から要請されている「白い鵜の卵」の問題を通じて、更に、人的交流の再開を目指す雅安市雨城

区との調整、子ども交流の新たな展開も課題です。	
 

何としても、民間交流の力で未来の日中友好の晴天に身を投じられるよう努力して参ります。	
 

	
 関係各位のご指導ご鞭撻をお願い致します。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 三次市日中友好協会	
 会長	
 	
 大谷	
 清	
 

	
 

 



2015年	
 1月	
 1日	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 三次市日中友好協会会報	
 	
 「你	
 	
 好」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第68号	
 	
 	
 	
 (2)	
 

	
 

	
 

２０１４年１０月２４日（金）～２７日（月）	
 

	
 	
 	
 ～心温まるふれ合いを未来のきずなに～	
  

三次市日中友好協会は、日本の旅行社が企画しない特別企画として大連でのゴルフコンペや、市民交流会で

「いっしょに作る水餃子」、旅順観光をメインの三次市日中友好協会第２４次友好訪中団を企画実施しました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

大連での日中ゴルフコンペ	
 

今回の訪中団は、日中関係が１９７２年の日中国交正常化以来冷えきっていると言われていた中で、「今だか

らこそ民間交流が大事」と呼びかけ続けてきた三次市日中友好協会として、多くの皆さまに改めて中国の市民との

交流を経験しました。「大連カントリークラブ」でのゴルフコンペには、日中双方の好プレーの連続でした。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

瓦房店の自由市場で「ひやかし」？！	
 	
 	
 	
 	
 プラスチックリサイクルの長青藤塑化有限公司の視察	
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三次市日中友好協会市民訪中団は、大連から北に６５キロ、瓦房店のプラスチックリサイクルの長青藤塑化有限公

司の視察を終えて、周緯軍総経理（社長）夫妻と会社従業員の皆さんと「手造り餃子交流会」に参加、楽しい餃子

づくりに歓声と、一緒に食べながら余りの美味しさに「ハオチー！の連呼！	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 餃子づくりは、小山秘書長「筋が良い！とのこと	
 	
 	
 藤原晋理事のお嬢さんもマイスター！	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 長青藤塑化有限公司	
 周緯軍総経理（社長）夫妻	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 航空便で運んだ「電脳画展」で説明する作者；藤原晋理事	
 （写真右は）作者親子と会場提供総経理	
 

	
 

	
 今回のもう一つのイベント「電脳画展」の会場で、作者から制作のポリシーの説明を受けての鑑賞。その中の１

枚が会場を提供してくれた総経理にサインを入れて贈呈。	
 

	
 市民交流に協力してくれた長青藤塑化有限公司	
 周緯軍総経理（社長）夫妻に三次市日中友好協会「友好交流貢

献賞」を授与した。周緯軍総経理（社長）夫妻からは、何と全員に大きく立派な茶器を全員にプレゼントされた。	
 

	
 最後に、日中友好ゴルフコンペの成績発表と表彰式が行われ、久しぶりの三次市日中友好協会市民友好訪中団は

楽しくも有意義な日程を過ごすことができた。	
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日時	
 	
 ２０１５年	
 ２月	
 １５日（日）	
 	
 
１８：３０～２１：

３０	
 
会場	
 	
 三次ロイヤルホテル	
 

主催	
 	
 	
 三次市日中友好協会	
 

出しもの	
 「お楽しみ抽選会」	
 景品多数	
 	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 日中友好カラオケ大会ほか	
 
会費	
 	
 	
 大人：５，０００円（当日会場で申し受けます）	
 
出欠	
 	
 	
 回答ハガキ（切手不要）・電子メールで２０１５年２月１３日

（金）必着	
 
	
 	
 	
 
	
 
三次市日中友好協会は、１９９０年創立以来、旧正月「春節」を祝い、県立広島大学に四川省留学生が卒業する
年には卒業を祝い、中国技能実習生も参加を呼びかけ一緒に春節を祝う行事として開催してきました。	
 
２０１２年は、思いがけない尖閣問題で日中国交正常化して４０年間で最悪の政治的環境となりましたが、一度
も中止することなく、三次市日中友好協会は「春節祝賀	
 日中友好交流三次市民の夕べ」を開催してきました。	
 
こうした時こそ、三次市日中友好協会は民間交流団体として市民レベルの友好の絆を深めるために、地道ではあ
りますが高齢行事を続けて参ります。	
 
２０１５年の春節を迎えて、次第に日中関係の改善も垣間見られるニュースも入り、今年こそは友好の光が差し
込むよう原点に返った交流会にしたいと企画しました。	
 
参加者の皆さんと楽しく春節を過ごすために、「お楽しみ抽選会」や中国の友人との歓談、カラオケ大会を企画
しています。三次市日中友好協会の会員はもちろん，学校交流や家庭訪問、病院訪問の交流で仲良くなられた市民
の皆さん、多数ご参加下さい。	
 
	
 会員の皆さまについては，同封の回答ハガキ（切手不要）、又は電子メールで２０１５年２月１３日（金）必着
にてご投函ください。（できるだけ電子メールでの出欠回答をお願いします。）	
 

出欠回答	
 メールアドレス	
 三次市日中友好協会	
 事務局（小山）apple_yogurt@hotmail.co.jp	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 これまでは、たくさんの皆さんが来ていただいています。（写真右）２０１４年の春節交流会	
 


